ちう かんしょく 

る 限り、 真と も 贋と も 決定 出来ない 中間色の 書画が 

出て 来る の は 自然で ある。 して 見れば 鑑定家なる もの 

は、 或 種類の 書画に 限り、 我々 同様 更に 真贋の 判別 は 

さしつ かへ ひるが へ 

出来ない と 云っても 差 支ない。 そこで 翻 つて 三 円 

の 果亭を 見 ると、 断じて 果亭だ と 言明す る 事が 出来な 

いにしても、 同様に 又 断じて 果亭 でない とも 言明す る 

事の 出来ない ものである。 既に 然るから はこれ を果亭 

へ きかん まう とう 

と 認めて 壁 間に ぶら下げ たのに しろ、 毛 頭 自分 の 不名 

誉 になる 事ぢ やない。 、^ん や 自分 は 唯、 無名の 天才に 

つも リ 

敬意 を 表する 心算で 

辯 じて ここまで 来る と、 大抵の 男 は 「わかった よ、 
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